
議
員
提
出
第
十
九
号
議
案

「
口
蹄
疫
」
発
生
に
対
す
る
諸
対
策
の
実
施
に
関
す
る
意
見
書

平
成
二
十
二
年
四
月
二
十
日
に
発
生
が
確
認
さ
れ
た
口
蹄
疫
は
、
農
林
水
産
省
、
宮
崎
県
を
は
じ
め
関
係

者
が
懸
命
に
防
疫
措
置
を
講
じ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
五
月
二
十
二
日
に
は
国
内
初
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
行

う
ま
で
に
至
っ
て
お
り
、
事
態
は
極
め
て
深
刻
化
及
び
長
期
化
し
て
い
る
。

農
林
水
産
業
産
出
額
二
千
億
円
を
目
指
す
本
県
に
と
っ
て
、
畜
産
業
は
農
業
産
出
額
の
約
三
割
を
占
め
、

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
が
、
県
内
家
畜
市
場
の
中
止
や
延
期
が
続
い
て
お
り
、
こ
れ
以
上
拡
大
が
進
め

ば
、
本
県
畜
産
業
の
根
幹
を
揺
る
が
し
か
ね
な
い
危
機
的
な
状
況
に
あ
る
。
ま
た
、
野
生
動
物
に
よ
る
感
染

拡
大
の
可
能
性
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、
本
県
で
は
、
県
、
市
町
村
、
関
係
団
体
が
一
体
と
な
っ
て
、
死
力
を
尽
く
し
て
防
疫
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
口
蹄
疫
対
策
特
別
措
置
法
を
制
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
一
刻
も
早
い
口
蹄
疫
の
終
息
と
畜
産
農
家
や
関
連
事
業
者
の
経
営
安
定
を
図
る
た
め
、
次
の
事
項
に
つ

い
て
十
分
な
措
置
を
早
期
に
講
じ
ら
れ
る
よ
う
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

一

早
急
な
ウ
ィ
ル
ス
侵
入
経
路
の
解
明
を
徹
底
的
に
行
い
、
抜
本
的
な
防
疫
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。
ま

た
、
本
県
は
じ
め
、
県
内
市
町
村
等
が
行
う
薬
剤
散
布
や
宮
崎
県
境
に
お
け
る
車
輌
消
毒
等
の
防
疫
措
置

に
国
に
よ
る
全
額
の
助
成
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

二

県
内
で
は
、
口
蹄
疫
の
ま
ん
延
防
止
の
た
め
、
家
畜
市
場
を
自
主
的
に
延
期
す
る
等
の
自
衛
措
置
を
講

じ
て
お
り
、
出
荷
で
き
ず
滞
留
し
て
い
る
家
畜
の
飼
料
費
等
に
対
し
て
助
成
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、

市
場
が
再
開
さ
れ
た
際
の
価
格
下
落
に
対
す
る
補
填
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

三

家
畜
市
場
を
再
開
し
て
も
、
口
蹄
疫
の
感
染
が
終
息
し
な
い
中
で
は
、
九
州
で
の
購
買
自
粛
も
懸
念
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
九
州
に
対
す
る
購
買
意
欲
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
、
国
と
し
て
適
切
な
情
報
発
信
に

努
め
る
こ
と
。

四

今
回
の
発
生
事
例
に
お
け
る
対
応
を
十
分
に
検
証
し
、
迅
速
な
初
動
防
疫
、
国
に
よ
る
十
分
な
補
償
等

が
行
え
る
よ
う
家
畜
伝
染
病
予
防
法
の
抜
本
的
な
改
正
を
早
期
に
行
う
こ
と
。

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
二
十
二
年
六
月
八
日
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